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あいさつ運動 「あいさつで 心豊かな 一日を」 校長 田中 光信

反省はするが、後悔はしない
副校長 小林 秀樹

間もなく暦の上では春を迎えますが、まだまだ寒い日が続いています。早いもので、今年もひと

月が経ちました。｢二月は逃げる｣と言われるほど、一年の中で月日が早く流れていく感じがしますが、

一年間のまとめに向けて、子どもたちが毎日を有意義に過ごせるよう努力してまいります。

１月２５日（土）は、子どもたちが毎年楽しみにしているたてわり冬まつりが行われました。子

どもたちがおいしそうにおもちを食べる姿、紙飛行機を飛ばしたり、昔遊びを楽しんだりする姿、た

てわりグループでふれあいを深める姿、上級生が下級生をやさしく見守る姿など、子どもたちの笑顔

が輝くすてきな一日となりました。これも事前の準備の段階から当日の運営まで、ご尽力いただいた

多くの皆様のご協力があってこそ、実現できる行事だということを改めて感じました。柴漁港の漁師

の皆様、つつじクラブの皆様、富岡飛行倶楽部の皆様、並四ぷらネットの皆様、TEAM 花水木をは

じめとする保護者の皆様、なみよん FANくらぶの皆様、本当にありがとうございました。

さて、私たちは、毎日の仕事や生活の中で、失敗をしたり、うまく物事が運ばなかったりした時に

悲しい思いや苦しい思いをすることがあります。そんな思いをした時には、「やらなければよかった」

と「後悔」しがちなのではないでしょうか。しかし、「やらなければよかった」という思いは、本当

に正しかったのでしょうか。仕事ならば、やらなくてはならないことがあるはずです。このとき、う

まくいかなかった原因をその仕事にあるとして、その仕事そのものを「やらなければよかった」とい

うだけでは解決できません。そうではなく、仕事に対して、「こんなふうに取り組めばよかった」と

振り返るべきではないでしょうか。

また、毎日決められたことに取り組む以外は、私たちは常に自分で判断して行動しています。たと

え周囲からの助言を受けたとしても、最後に決めるのは自分自身です。そうした中で、自分のやりた

いこと、進路、将来など、とても大きな決断をすることがあります。皆さんも、これまでにきっと経

験していることだと思います。

そして、その決断のもとには、「これをやりたい」「こんな自分になりたい」など、自分の強い思

いや願いがあるはずです。しかし、現実は思い通りにならないことが多くあります。そのとき、「や

らなければよかった」と「後悔」してしまうのは、悲しいことです。たとえ自分の思いがかなわなく

ても、それに向けて一生懸命に取り組んだならば、結果は残念に思っても、自分の判断、決断に「後

悔」はないと思えるのではないでしょうか。自分の思いや願いに向かって、どれだけ努力したか、や

れることをすべてやりきったか、そのことが「後悔」するか、しないかを決めると思います。

私の好きな言葉に、『Do your best everyday．（日々ベストを尽くせ）』という言葉があります。
子どもたちには、きっとやりたいことやかなえたい夢があることでしょう。これから歩む人生におい

て、一人ひとりが夢の実現に向かって、自分の思いをもって努力を重ね、一歩一歩進んでいくことを

願っています。そのためには、失敗したり、うまくいかなかったりしたときに、やると判断したこと

が間違いだったと「後悔」せずに、「反省」をして失敗の原因とその改善策を考えて、次の一歩を踏

み出していくことの大切さを忘れないでほしいと思っています。

また、「やればよかった」と「後悔」しないように、まずは、一歩踏み出す勇気をもってほしいと

思います。やらなければ、チャンスや新たな発見なども生まれないのですから。

学校では、子どもたちが、将来いきいきと生きていくために、子どもたち自身で判断し、それに向

けて試行錯誤しながら努力し続けることを、個々の子どもたちの状況に応じて支援しながら教育活動

全体の中で経験させたいと考えています。「反省」はするが、「後悔」はしないように。



日 曜 行 事 内 容 日 曜 行 事 内 容
１ 土 17 月 朝会 委員会活動⑥ AET

２ 日 18 火 たてわり活動②(1～5年)

３ 月 朝会 委員会活動⑥ 19 水

区書写展(6日まで) 20 木 並四応援団感謝の会 AET

４ 火 IUI 21 金 ｸﾗﾌﾞ活動(ｸﾗﾌﾞ見学･まとめ)⑥

５ 水 さわやかｽﾎﾟｰﾂ(高) AET

６ 木 横浜市学力･学習状況調査 採点のため5校時まで 22 土

AET 23 日 O天皇誕生日

７ 金 横浜市学力･学習状況調査 採点のため5校時まで 24 月 O天皇誕生日振替休日

さわやかｽﾎﾟｰﾂ(低) 25 火 教育相談 並四いきいき会議

８ 土 26 水

９ 日 27 木 東京見学(6年) 幼保小交流(1年)

10 月 朝会 代表委員会(昼休み) AET

新1年保護者説明会 28 金 感謝の会・懇談会(6年)

11 火 O建国記念の日 29 土

金沢区ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会（海の公園） 3/1 日

12 水 あーすぷらざ見学(2年) ２ 月 朝会 学校報告会・懇談会

13 木 並木中ﾌﾞﾛｯｸ小中交流会(34組) AET ３ 火 代表委員会(昼休み)

14 金 並木中職員授業参観(6年) ４ 水

15 土 ｽｰﾊﾟｰﾀｯﾁﾎﾞｰﾙ大会（体育館） IUI:ジャリル先生

16 日 AET:マンディー先生の授業の日です。

3月2日（月）に本年度の学校報告会及び本年度最後の懇談会(1～5年)を行います。
１４：４５～ 学校報告会(各教室でテレビ放送)
１５：０５～ 懇談会(1～5年)

各種行事等のため特別時程で授業を行う日が多くあります。
詳細は、各学年だより、学級だよりをご参照ください。

2/6(木)･7(金) 横浜市学力･学習状況調査 採点のため、通常の5校時まで
2/21(金) ｸﾗﾌﾞ見学のため、1･2年は5校時(14:15)まで 3～6年は6校時(15:30)まで
2/25(火) 並四いきいき会議に参加しない児童は、通常の5校時まで
2/28(金) 6年生感謝の会のため、1～5年は、通常の5校時まで
3/2(月) 学校報告会のため、5校時まで(3月は成績処理期間として5校時までとなります)

○令和元年度就学援助申請締め切りについて

年度当初にお配りしたお知らせにも記載してありますが、今年度の就学援助申請は2月末日まで

となっております。令和元年中に雇用状況や世帯所得が大きく変化し、児童の通学に際し経済的に

お困りの場合には、年度当初にさかのぼり援助を受給できる可能性があります。申請を希望される

ご家庭は配布済のお知らせを参照のうえ、申請書をご提出ください。書類の紛失等や不明な点が

ありましたら、担当学校事務職員までご相談ください。なお、現在就学援助を受給中のご家庭につ

きましては、特に追加の手続きは必要ありません。



○ ハナミズキ祭評価の結果について

ハナミズキ祭のねらい

○日頃の学習の様子を発表する場を設けることによって、児童が互いに協力し、表現したり
創ったりする喜びを味わえるようにする。

○見学のマナーを身につけ、互いの努力を認め合えるようにする。
○保護者や地域の方々とのコミュニケーションを図り、コミュニケーション能力を高める。

（回収率 ４８．８％）

＜考察＞
「子どもたちは、生き生きと活動している。」という質問項目については、お答えいただい

た保護者・地域の方からよい評価（そう思う、ややそう思う）をいただきました。また、「子
どもたちは、互いに協力し合って取り組んでいる。」という質問項目でも、よい評価をいただ
いています。
「子どもたちは、自分の考えを進んで話そうとしている。」という質問項目では、９８％、

「子どもたちが生き生きと活動できるように表現する場や方法が工夫されている。」という質
問項目でも、９８％の方からよい評価をいただいています。例年以上に、多くの方々からよい
評価をいただきました。今後も、より多くの方から「そう思う」と感じていただけるよう取り
組んでまいります。

子どもたちが輝いていた、成長したと思われる点について、感想等をお寄せいただきました。

○子どもたちが互いに協力しながら、自分の役割を果たそうとしている姿に成長を感じました。
※本年度は、低学年では「大きな声で」「声をかけて」、高学年では｢役割を果たして」「準備
の段階から」というキーワードで感想を数多くいただいています。

改善して欲しい点、具体的な改善策等をお寄せいただきました。来年度に向けて、よりよ
いものにするため検討してまいります。

○一つの教室で同時に発表が行われていたので、声が聞きとリづらい。
○発表の場所が離れていて、回るのに時間がかかる。
○劇は、体育館で見たかった。
※毎年、同様なご意見をいただいております。ハナミズキ祭に至る過程を考えますと、低学年
では、担任が離れたところでグループや個人で学習を重ねていくことは厳しいところです。
また、低学年の集中力を考えますと、長い時間の見学や発表は難しいと考えています。今後
も発表の順番を待つ児童に対して、適切な方法を考えていき、よりよいものにしていきます。
発表の場所につきましては、当日までの学習過程が重要なことがありますので、意に沿わな
いこともあると思いますが、ご了承ください。

○タブレット機器まで使って、手順をよく説明してくれた。体験もできた方がもっと楽しくな
る。

※来年度から、プログラミング教育が始まります。子どもたち自身が機器に慣れて使えるだけ
でなく、コミュニケーションツールとしてもうまく使っていけるようにしていきたいと考え
ています。

○振り返りなどはしていると思うが、発表して終わりになってしまっているように感じる。
※今後に向けて、検討して参ります。

その他にもご意見をいただいております。ご意見は、来年度のハナミズキ祭の参考にさせてい
ただきます。
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① 子どもたちは、生き生きと活動している。

② 子どもたちは、互いに協力し合って取り組

んでいる。

③ 子どもたちは、自分の考えを進んで話そう

としている。

④ 子どもたちが生き生きと活動できるよう

に、表現する場や方法が工夫されている。



週間天気予報では、雨が心配されましたが、当
日は、晴れてよかったです。冬としては暖かく、過
ごしやすかったです。

今年も、獅子舞を踊っていただき
ました。

冬遊びの代表格 カルタ
福笑い

めんこやコマ回し、お手玉なども楽しみました。

おいしいと評判のお汁は、
ここで作られました。

６年生は、杵を振り上
げて餅つきをしました。
つきたてのお餅をお雑
煮にして食べました。

今年も、富岡飛行倶楽部の紙

飛行機が大空に舞いました。


